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次
の
助
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
よ
。

次
の
文
中
の
傍
線
部
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
①
終
止
形
と
②
こ

こ
で
の
活
用
形
を
答
え
よ
。
②
は
ア
〜
カ
か
ら
選
ん
で
記
号
で

答
え
よ
。（
記
号
は
同
じ
も
の
を
何
度
選
ん
で
も
よ
い
。）

⑴ 「
つ
」

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

　

　

　

　

　

　

⑵ 「
ま
じ
」

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

　

　

　

　

　

○

　

　

○

　

○

○

⑶ 「
ず
」

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

　

　

　

　

　

○

　

　

○

　

　

　

　 ア
　未
然
形
　   

イ
　連
用
形
　   

ウ
　終
止
形
　   

エ
　連
体
形

　 オ
　已
然
形
　   

カ
　命
令
形

⑴ 

心
も
知
ら
ざ
ら
ん
人
に
取
り
か
か
り
て
、
…
…
。 

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』）

 

①（
　
　
　
　
　
　
）　
②（
　
　
　
）

⑵ 

な
め
げ
な
る
も
の
に
、
お
ぼ
し
め
し
と
ど
め
ら
れ
ぬ
る
な
む
、
…
…
。

 

（『
竹
取
物
語
』）

 

①（
　
　
　
　
　
　
）　
②（
　
　
　
）

⑶ 

さ
ら
ず
ま
か
り
ぬ
べ
け
れ
ば
、
…
…
。 

（『
竹
取
物
語
』）

 

①（
　
　
　
　
　
　
）　
②（
　
　
　
）

⑷ 

雪
の
お
も
し
ろ
う
降
り
た
り
し
朝あ

し
た

、
…
…
。  

（『
徒
然
草
』）

 

①（
　
　
　
　
　
　
）　
②（
　
　
　
）

⑸ 

こ
の
女
を
こ
そ
得え

め
と
思
ふ
。 

（『
伊
勢
物
語
』）

 

①（
　
　
　
　
　
　
）　
②（
　
　
　
）

二

一

定
着
演
習

助
動
詞
の
活
用
の
覚
え
方
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1

2

3

7 助動詞は、意味や活用など覚えることが多いけど、歌に乗せて暗記するなどで、早めにきちんと覚えることが重要です。（九州大　Ｋ・Ｆ先輩）

別
冊
「
解
答
解
説
」
Ｐ. 

1
で
必
ず
答
え
合
わ
せ
し
よ
う
。

答
え
合
わ
せ
が
で
き
た
ら
復
習
完
了
！

次
の
文
中
の
傍
線
部
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
①
終
止
形
と
②
こ

こ
で
の
活
用
形
を
答
え
よ
。
②
は
ア
〜
カ
か
ら
選
ん
で
記
号
で

答
え
よ
。（
記
号
は
同
じ
も
の
を
何
度
選
ん
で
も
よ
い
。）

次
の
文
中
の
（

　）
内
の
助
動
詞
を
適
切
な
活
用
形
に
直
せ
。

　 ア
　未
然
形

　   

イ
　連
用
形

　   

ウ
　終
止
形

　   

エ
　連
体
形

　 オ
　已
然
形

　   

カ
　命
令
形

⑴ 

顔
は
草
の
葉
の
色
に
て
ゐ
た
ま
へ
り
。 

（『
竹
取
物
語
』）

 

①（

　
　
　
　
　
　）
　②（

　
　
　）

⑵ 

今
は
逃
ぐ
と
も
、
よ
も
逃
が
さ
じ
と
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
…
…
。

 

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』）

 

①（

　
　
　
　
　
　）
　②（

　
　
　）

⑶ 

何
事
に
か
侍
ら
む
。 

（『
堤
中
納
言
物
語
』）

 

①（

　
　
　
　
　
　）
　②（

　
　
　）

⑷ 

字あ
ざ
な

、
袴は

か
ま

垂だ
れ

と
な
ん
、
い
は
れ
候
ふ
。 

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』）

 

①（

　
　
　
　
　
　）
　②（

　
　
　）

⑸ 

京
に
は
見
え
ぬ
鳥
な
れ
ば
、
み
な
人
、
見
知
ら
ず
。 

（『
伊
勢
物
語
』）

 

①（

　
　
　
　
　
　）
　②（

　
　
　）

⑴ 

お
ど
ろ
か
（
す
）
た
ま
へ
。 
（『
宇
治
拾
遺
物
語
』）

 

（

　
　
　
　
　
　
　
　）

⑵ 

そ
の
男
、
し
の
ぶ
ず
り
の
狩か

り

衣ぎ
ぬ

を
な
む
着
た
り
（
け
り
）。

 

（『
伊
勢
物
語
』）

 

（

　
　
　
　
　
　
　
　）

⑶ 

か
く
見
せ
（
つ
）
造み

や
つ
こ

麻ま

呂ろ

を
喜
び
給
ふ
。 

（『
竹
取
物
語
』）

 

（

　
　
　
　
　
　
　
　）

⑷ 

…
…
人
の
言
ひ
漏
ら
さ
む
を
聞
き
つ
け
（
た
り
）
む
時
、
…
…
。 

 

（『
源
氏
物
語
』）

 

（

　
　
　
　
　
　
　
　）

⑸ 

…
…
と
あ
り
し
こ
そ
、あ
さ
ま
し
く
、む
く
つ
け
く
、恐
ろ
し
か
り（
き
）。

 

（『
宇
治
拾
遺
物
語
』）

 

（

　
　
　
　
　
　
　
　）

三

四
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